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11月25日(月)「弁当の日」 ３年生は大綱米でおにぎりづくり
保護者の皆様からのご協力をいただいて「弁当の日」を実施させていただきました。その教育的効果が

認められて、全国的に「食育の中の一つ」として多くの学校で実施されている活動です。しかし、他校で

は、「わざわざ給食を止めて実施する必要があるのか」、「忙しい朝に、迷惑」との反応を見せる保護者もい

るそうです。本校の生徒たちはいかがだったでしょうか。自主的に自分の弁当をつくれたでしょうか。

「弁当の日」の取組を始めた香川県の小学校の校長だった竹下和男氏は、教育界最大のテーマ「生きる

力」が子どもたちに足りない原因は、“やらせるべきことをやらせていない” ことにあると話しています。

食べることはみんな大好き。そこから学べることは、人としての根っこになる最強の体験学習であること

に間違いないと思っています。本校では、行事の精選を進めながらも、生徒には多くの体験をさせたいと

考えております。引き続き、保護者・地域の皆様からのご理解ご協力をお願いいたします。

３年生は、大綱米プロジェクト事務局の皆様から届けていただいたお米を、自分たちで炊いておにぎりづ

くりに挑戦しました。私もいただきましたが、少し柔らかめで、シンプルな塩味でいつもよりもお米の味が

感じられるおいしいおにぎりでした。つくってくれた３年生と、大綱米プロジェクトに協力してくださった

多くの方々に感謝して、完食しました。

１１月１５日(金) ２年生上級学校訪問
２年生が進路学習の一環として、午前中は秋田県立大学に全員で、午後は秋田市内の３つの専門学校へグ

ループ別に訪問させていただきました。高校を飛び越えての上級学校訪問となり、中学校２年生にはまだ早

いかなと思われがちですが、高校進学の際も、将来の希望の職業や、大学等の進学先までよく考えて選択・

決定をしてほしいと思っています。そのことからも今回は貴重な体験となったと考えています。

また、活動のねらいの中には、「来年の修学旅行を見据えての集団行動を」との一文もありましたが、学

年主任に聞いたところ、集団行動のルールやマナーを守って、訪問先のみなさんからも「問いかけに対して

の反応もよく、立派な生徒たちだ」とお褒めの言葉もいただいたそうで、嬉しく思っているところです。

３年生 三者面談へのご協力ありがとうございました
「高校受検は団体戦」 みんなで力を合わせて、大きな試練を乗り越えましょう

予定では、３年生の三者面談が今日で一通り終わります。ご協力ありがとうございました。引き続き、相

談のご希望があれば、いつでも対応させていただきます。

私の経験上、学級全体で授業に向かう雰囲気のよい学級は、後半に成績の伸びがあります。個人的に不安

なこともありますが、学級みんなで「お互いに頑張ろう」という雰囲気がその不安を小さくしてくれます。

「高校受検は団体戦」みんなで喜び合えるよう頑張りましょう。 ‼明日の実力テストも、頑張るぞ
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